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皆野町長　黒澤 栄則氏

町長のメッセージ
皆野町は、豊かな自然を生かした地域資源の活用や伝統ある文化を大切に受け継ぐとと

もに、子どもたちを地域が育てる「みなの学」や大学、民間企業と連携したまちづくりに取り
組んでいます。
また、町民の幸せの向上を目指し、対話を第一にチャレンジを重ねています。対話を受け
て、小さなチャレンジから大きなチャレンジに繋げ、大きなワクワクを生み出し、町民が幸せ
を感じられるまちを目指します。
まちづくりは、行政だけでなく、町民や事業者に関わってもらうことが重要です。行政、町
民、事業者、町に関係するすべての人が想いを一つに、ともに創る「共想、共創」のまちづく
りに取り組んでまいります。

はじめに
皆野町は、埼玉県の西北、秩父郡の東北にあり、

秩父盆地の一角に位置している。中央を荒川が東流
し、その右岸に町の市街地が帯状に開けている。東
を蓑

みの
山
やま

、西を皆野アルプスの一つである破
はっ

風
ぷ

山
さん

に囲
まれ、町からは自然豊かで四季折々の山の美しい姿
を眺めることが出来る。町を囲む山々は、いずれも標
高500mから1,000m程でハイキングに適した山が
多い。マイカーで山頂まで登れる山もあり、車で訪れ
る観光客も多いが、歩けば静かで季節感豊かな山の
表情を味わうことができる。

山頂からの眺望もすばらしい。秩父連山をはじめ、
赤城山、日光連山をも望むことができる。蓑山の山頂
にある「美の山公園」の付近には桜8,000本のほか、
ヤマツツジ3,500本、アジサイ4,500本などが植樹さ
れており、咲き誇る花々や新緑が美しく山を彩る4月
から6月頃には、多くのハイキング客で賑わいを見せ
る。「美の山公園」から望む、秩父盆地の奥にそびえ
る武甲山はまさに絶景だ（表紙写真）。

自然が生んだ豊富な地域資源
町内では豊かな自然を生かしたトレイルランニング

の大会が開催されている。トレイルランニングとは舗
装されていない自然を走るスポーツで、登山道や公
園、ハイキングコースなど、身近にある自然を楽しむこ
とができる。

皆野町で行われるトレイルランニングの大会
「FunTrails Round みなの」には、30㎞と50㎞の
周回コースが用意され、ランナーは一斉に町内の
山々や観光名所の中を走り抜ける。開催には多くの
事業者と町民のボランティアが加わり、町全体が一体
となった活気に満ちた大会となる。今年は5月11日に
開催予定で、新緑の爽やかな自然の中を、約1,000
人の参加者が駆け抜けることだろう。

昨年2月には、町内初となるジビエ加工場が稼働を
始めた。背景には有害鳥獣被害といった地域課題が
ある。町ではフランス料理のシェフが開発に関わる、
ハチミツや味噌等、秩父地域の特産品をふんだんに
使った料理に舌鼓を打つことが出来る。キッチンカー
によるジビエ料理の移動販売や、ソーセージなどの
加工品を店舗で販売するほか、更なるジビエ普及に
向けて、地元ホテルとの連携を進めるなど、広がりを
見せている。

町は、本年2月に町内の学校給食でジビエ料理を
提供した。狩猟・食育体験などで町内外の垣根を超
えた交流の場を作り、秩父地域の特産品の一つとし
て、ジビエを広く発信していく方針だ。

皆野町 対話、チャレンジ、幸せの向上を目指して

「第3回FunTrails Round みなの」スタート地点（2024年5月）
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郷土愛を育む「みなの学」
町ではふるさと教育「みなの学」が推進されている。

国連が提唱するSDGs（持続可能な開発目標）の一
つ、「住み続けられるまちづくり」を学校教育に取り入
れたものだ。町の教育委員会、事業者や町民といった
様々な主体が参画する。地域の次世代を担う子ども
たちへの教育を「みんな」で支え、学校、地域、町が
一体となって、郷土への関心を高め、将来、主体的に
地域を支える人材の育成に力を入れる。

町の小学校では郷土芸能である「秩父音頭」、「獅
子舞」の体験学習が行われ、中学校では、住み続け
られるまちづくりをテーマに定期的に「皆野教育シン
ポジウム」が開かれる。生徒はまちづくりで活躍する
町職員による講義やインタビューをとおして町の現状
を学ぶ。シンポジウムでは、地域や民間企業等の大人
を交えたディスカッションで学びを深め、町への提言
をまとめる。生徒たちと関わり、学びを得た事業者も
多い。多様な世代、人材が関わりあう「対話」の実践
により、未来に繋がる郷土愛を育んでいる。

まちづくりに向けた町内外の連携が広がる
皆野町は、町外の大学や民間企業との連携をまち

づくりに積極的に取り入れている。町の地域おこし協
力隊や民間企業、大学の得意分野を活かして、地域
の課題を解決し、住民の満足度を上げていく考えだ。

町は産学官連携による持続可能な地域共創の取
組みとして、昨年、駅前拠点のリニューアルに取り組
んだ。皆野駅前にあり、コロナ禍の影響から十分に活
用できていなかった移住相談センター「みなのんち」
の建物を、コミュニティスペースに改装した。

みなのんちは、町のこれからのプロモーション活動
の拠点として活用が進む。町の地域おこし協力隊に
よる「MINANO SUMMIT」がその活動の一つだ。
「やりたい事を発表し、仲間を集め、行動を起こせる
場。」をコンセプトに、将来の皆野町のことを話し合う。
そこでは町役場、事業者、町内の高校生、そして地域
おこし協力隊、町外では企業、大学など、立場を超え
たフラットな対話が進む。同じ趣味・目的を持った仲間
が集まり、気軽な気持ちで活動に参加するプラット
フォーム「みんなの部活」も立ち上がった。

皆野町は町内の人口減少に直面し、これからの地
域の担い手不足や多様化する住民ニーズへの対応
は、行政だけでは不可能としている。活発な外部連携
と、関係人口の創出を取り入れた町内の対話は、将
来に向けた皆野町の想いを担っている。自然の中で
育まれてきた郷土愛が、多くの人を集め、幸せな町の
未来を創り出そうとしている。� （齋藤康生）

皆野町概要
人口（2025年1月1日現在） 8,878人

世帯数（同上） 3,954世帯

平均年齢（2024年1月1日現在） 53.6歳

面積 63.74㎢

製造業事業所数（経済構造実態調査） 30所

製造品出荷額等（同上） 99.1億円

卸・小売業事業所数（経済センサス） 109店

商品販売額（同上） 94.3億円

公共下水道普及率 64.1％

舗装率 58.4％

資料：「令和6年埼玉県統計年鑑」ほか

主な交通機関
●秩父鉄道　皆野駅、親鼻駅
●関越自動車道　花園ICから町役場まで約17㎞

町内の中学校で開催される「皆野教育シンポジウム」


